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こぼれ話

地域福祉コーディネーター配置当初の印象は？

地域福祉コーディネーターとの思い出エピソード

地域福祉コーディネーターに今後期待すること



仮設住宅支援期
平成２５年度～平成２６年度

人口等の状況

地域生活課題 住民の声フェーズ１
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フェーズごとの支援の形
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主な取り組み
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仮設住宅でも楽しく暮らしたい。『つなぐ』で課題の解決をめざす

地域特性を活かしたネットワークづくり

こぼれ話



アルコール依存症を抱えるSさんの暮らしを地域と共に考える 支援・活動の振り返り

　当初の仮設住宅入居者の健康支援では、孤独死や自死の予防、心のケアやコミュニ
ティ形成が求められていましたが、行政の保健師だけでは限界がありました。しかし、
CSCの配置で、多職種連携による被災者支援が効果的に進みました。各地区でのエリ
アミーティング開催では、担当保健師や関係支援団体等と情報や課題を共有し連携し
た関わりができました。特にCSCは人をつなぎ、関係機関と相談しながら団地内でのお
茶のみサロン等の立ち上げや地域を巻き込むアプローチに定評がありました。
　配置当初はCSCの役割について、他職種から疑問視する声もありましたが、熱意と誠
意ある行動で、住民や他職種との信頼関係を築き、役割を確立し頼られる存在となっ
ていきました。

こぼれ話



復興公営住宅支援期
平成27年度～平成29年度

人口等の状況

復興公営住宅の建設が進み、96％の整備が完了した
同時に、仮設住宅からの転居が進み、空室が目立ち始めた
仮設住宅の撤去・解体に伴い、仮設住宅間の集約が行われた
新市街地、防災集団移転地の整備完了後、自宅再建が進んだ

ボランティア団体、NPOの支援が仮設住宅から復興公営住宅中心へと移行した
エリアミーティングの場を活用し、転居によって支援が途切れないようにする
　引継ぎや、生活再建に向けた伴走支援を多職種で取り組んだ

フェーズ2

仮設住宅入居者の減少により、自治機能やコミュニティ活動の維持が困難になった
復興公営住宅での団地会設立、既存町内会等への編入、新たな町内会の立ち上げ
　が行われた。各地区の状況に沿ったコミュニティの再構築が進められた
仮設住宅で中心的な役割を担った住民が、主体的にコミュニティ形成を進めよう
　とする姿が見られた

地域生活課題 住民の声
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フェーズごとの支援の形



主な取り組み
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転居してくる人、受け入れる人、双方の想いをつなぐアプローチ

地域の支え手の孤立を防ぐ



支援・活動の振り返り

　今では、全国で地域福祉コーディネーターが地域福祉の分野で活躍してい
ますが、間違いなくその存在、活動を広めたのは、石巻市社協CSCの取り組
みだったと私は思っています。
　CSCは『地域住民のサポート役』『行政と住民のつなぎ役』など、調べると格
好よく説明されていますが、当時はそれとは程遠い、手続きが苦手な方の対応
や仮設住宅から退去できない方、ゴミ屋敷等々ここには書けないようなこと
も含め、一緒に再建に向け支援を行ってきたなぁと思います。
　CSCは、地域福祉には必要不可欠な存在となっています。引き続き、地域の
課題解決に向け、経験を活かしながら活躍されることを願っています。
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個別支援と並行した次なるフェーズへの支援



地域生活支援期
平成３０年度～令和４年度

人口等の状況

フェーズ3 地域生活課題 住民の声

復興公営住宅の整備が完了した
仮設住宅全入居者の退去が完了した
土地区画整理事業等が完了し、戸建て住宅、賃貸住宅等の建設が進んだ

復興公営住宅団地会等によるコミュニティ活動、環境の維持管理活動が定着してきた
　一部地域では、復興公営住宅が既存地域のコミュニティ活動の受け皿になったところもあった
時間の経過と共に世帯状況の変化（離別、死亡、収入増）や若い世代の転居、一般公募
　による入居が開始され、積み上げてきた関係性に変化が生じた
コロナ禍以降、感染への不安が高まり、コミュニティ活動が休止、停滞する状況が続いた

被災者支援、復興支援の役割を終え、撤退、解散するボランティア団体、NPOが増えた
　一方で、地域を基盤とする支援団体は連携強化を目的としたネットワーク構築を進めていった
被災者支援から平時の暮らしの支援へ、多職種連携の在り方が変わった

こぼれ話

フェーズごとの支援の形

各地区の
人口、高齢化率
震災前との比較

河南



主な取り組み
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子どもを軸にしたネットワークの構築
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支援・活動の振り返り

　主に市内7地区のエリアミーティングや定例ミーティングで関わらせていただき、
個別ケースについては、支援依頼や情報共有をさせていただきました。また、同行訪問
や生活環境を整えるための片づけを一緒に行うなど、忌憚なく話ができる同志の
ような存在と感じています。CSCのみなさんは、地域のリーダーとなる方や、地域の
サロン団体などとのつながりも強く、様々な立場の住民の声を把握しており、復興公営
住宅での孤立防止やコミュニティのつながりを考えるうえでとても参考となるもの
でした。

10年取り残されていた被災者との関わり



これまでの10年から『これから』へ
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①地域福祉コーディネーター活動記録
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資料編 資料編

③広報誌、メディア掲載

●社協だより 平成25年7月号 ●NHK

平成28年9月号●福祉みやぎ 令和5年3月号

＜地域福祉コーディネーター（ＣＳＣ）配置概要＞

＜課題予測と対応の必要性＞

②地域福祉コーディネーター(CSC) 概念図


